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2008 November Vol.72 No.11 ●今年も夏の暑い日が続きました．この季節に

スーツなどを着ていると強く暑さを感じます．し

かし，職場では冷房が効いていてすぐに寒くな

る．そんな夏をどう乗り切るかが毎年の悩みの

タネでしたが，今年は秋を迎える直前に解決

法を会得しました．それは，夏に暑いのは当た

り前，汗をかくことも当たり前，むしろ汗をかくこ

とは身体にとっていいことだ．水を飲んでガンガ

ン汗をかこう，汗をかくって気持ちいいじゃない

か！と強く思うことです．思うだけで物足りなけ

れば，言葉に出して呟きます（怪しいでしょうか）．

そうすると不思議なことに，暑さがまったく気に

ならなくなり，冷房もそこまで必要としなくなりま

す．心頭滅却云 と々はよくいったもので，要は気

のもちようですよね．その気持ちで秋も仕事に

励みます． 【吉田】

●先日お会いしたK 氏夫妻は，群馬県の山

中の「どんぐり亭」という山小屋に不登校児と

その親を招く活動をされています．目の前の畑

で取れた野菜を井戸水で洗い，自分で起こし

た火で料理し，それを食べることで，親子がと

もに問題に向き合うきっかけになるとのこと．そ

のK氏夫妻から聞いたお話でいちばん興味

深かったのが，手動のコーヒーミルのお話でし

た．訪れたご両親のほとんどが，豆を挽くよう

お願いすると，猛烈な勢いでハンドルを回し，

あっという間に粉にしてしまうのだそうです．あ

たかも，誰よりも早く結果を出さなければ，敗北

であるかのように．「結果を急ぐのは都会人独

特の病だなあ」と思いながらも，そうやって無意

識に結論を出してしまう自分も「都会病」かも，

と思い，「結果にこだわらず，過程を楽しむ」と

言うはやすし，行なうは難しと再認識の群馬行

でした． 【鳥居】
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いたい，かゆい，きもちいい
皮膚の知識，触れる技術

いたい（痛い），かゆい，きもちいい……こうした表現に代表される感覚が

もっとも集中しているのが，人間の皮膚です．そして看護は，清拭，検温など

の日常業務を通して，もっともこの皮膚にかかわる場面の多い職業といえる

でしょう．

近年，皮膚を単なる「臓器を包む外皮」としてでなく，自律的な臓器シス

テムとして捉えなおす視点が登場し，またそれに伴って「触れる」ことへの関

心が高まっています．

看護が長年にわたって当たり前のように行なってきた「身体に触れるケア」

について，「皮膚」の視点から見直してみましょう．

■いたい，かゆい，きもちいい
皮膚感覚のしくみと意味　山口創

■触れられるように触れる 触れるように触れられる
Abuseのない介助をめざして 熊谷晋一郎

■武術稽古から考える「人を動かす触れ方」
自他の境界があいまいになる臨界圧力内での接触　中島章夫

■感覚的身体観を取り戻すために
皮膚と皮膚の接点に現れる不思議な現象　北村啓

特別記事

愛国呆談 第 1回
思春期化する日本
内田樹×名越康文
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